
電話 de詐欺の事例集 
 

船橋市 市民安全推進課（令和 4年 3月発生分） 

 

日 付 令和４年３月１日 

手 口 キャシュカード詐欺盗 

被害場所 海神３丁目 

被 害 キャッシュカード５枚 

内 容 

被害者は、被害者方玄関において、警察官（４０歳代前半くらいの黒色ジャ

ンパーを着用）を装って訪問してきた犯人に、被害者管理のキャッシュカード

５枚を封筒に入れさせられた上、被害者が玄関から離れた隙に前記封筒を別の

封筒とすり替えられ、被害者管理のキャッシュカード５枚が盗まれた。 

 

日 付 令和４年３月４日 

手 口 キャシュカード詐欺盗 

被害場所 新高根３丁目 

被 害 キャッシュカード６枚 

内 容 

被害者は、自宅の架設電話において、百貨店店員、全国銀行カード協会、警察

官になりすました犯人から「あなた名義のカードで２０万円の買い物をしよう

としている外国人の女性がいる。あなたのカードはなくなっていませんか。」「全

国銀行カード協会に連絡をいれてください。」と言われ、至急にカードの交換が

必要だと誤信させられ、同人と同人の夫名義のキャッシュカード６枚を交付し

てしまった。 

 

日 付 令和４年３月１０日 

手 口 オレオレ詐欺 

被害場所 前貝塚町 

被 害 現金３００万円 

内 容 

 被害者は息子を装って架電してきた犯人から、「今喉が腫れてしまった。」「心

配するから誰にも言わないでほしい。」「さっき電話を掛けたときは、病院の公

衆電話からだったけど、財布を置き忘れてしまった。」「取りに戻ったら財布は

あったが中身が無くなっていた。」「中に会社のカードも入っていて、それも無

くなっていた。」「これから手続きをして停止するけど、今日そのカードで７０

０万円くらい支払うものがあったが支払えなくなってしまった。」「会社の人は

いいと言ってくれているけど、払わないとクビになってしまうかもしれないか

ら、お金をあるだけ用意してくれないか。」と嘘を言って現金の交付を要求され、

被害者の息子が緊急に現金を必要としているものと誤信させられ現金３００万

円を盗られた。 

 

※船橋警察署生活安全課から提供された被害事例より抜粋 


